
 

 

 

 

学年の締めくくりの時期になってきました。みなさんの“健康”はいかがでしたか？自分の体調の変化 

を感じて、いつもとちょっと違うな－と思ったら、原因を考えてみたり、体温を測ったり、早めに寝る 

など、自分の健康を守れる行動が出来るようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                    

  

 伊丹市立南中学校 

保健室 

2020年 月 日 

 

３月保健努力目標 

☆健康な生活の総点検

と反省をしよう 

 十分にしよう 

【新型コロナウィルスに関して】 

 みなさんも知っているとおり、現在、新型コロナウィルスによる感染症が社会的に

大きく取り上げられています。複数の地域で小規模な集団感染（クラスター）が報告

されており、今後は身近な地域でも感染が拡がる可能性もあります。 

 あらためて基本的な予防策についておさらいしましょう。 

 

1. 空気感染と飛沫感染の違いを理解 

 新型コロナウィルスは、風疹や麻疹のような空気感染ではなく、感染者の咳によっ

て唾液や鼻水に含まれたウィルスから感染する飛沫感染や接触感染です。一般的

には、ドアノブや机やイスなどに付着したウィルスが手につくという経路で感染しま

す。インフルエンザと同じです。人は一日 300回ほど顔のまわりを触ります。手に付

着したウィルスが口や鼻、目の粘膜から入り感染する可能性があります。ウィルスは

手洗いで流れますので、予防はとにかく手洗い、使い捨て手袋、不用意に顔を触ら

ないようにすることです。また部屋の換気も大切です。 

 

2. マスク着用の意味を理解 

 ウィルスは細菌よりも小さく、理論上はマスクでも筒抜けですが、唾液は通らないの

で、唾液に含まれるウィルスも通りません。マスクは汚くなるので、マスク面（両面）は

触ってはいけません。耳にかけるひもの部分を持って付け外しをします。ウィルスは

低温で乾燥した環境で繁殖します。マスクで口腔内温度や湿度が上がり、のどの乾

燥を防ぐことができます。 

 

3. 新型コロナウィルスの理解 

 現在、国内でも感染が拡がりつつある状況ですが、特定の国や地域の人を怖がっ

たり、「感染している」とからかったりする、いじめや差別も注意しなければなりませ

ん。 

 

4. 咳エチケットの理解 

 自分が病原体から感染しない予防策と同じように、自分から他人へ病原体をうつさ

ないエチケットも身につけることが大切です。 

 

 南中では 2年連続、インフルエンザの流行は起こっていません。これからも一人一人が

感染予防を守り、健全な学校生活を心掛けましょう。 

 

 

 

内科校医の片岡先生からメッセージをいただきました。 


